
シ ンポ ジウム(1)「DANCETODAY(現 代 舞踊)」

メ イ ド ・イ ン ・トー キ ョー 一 日本 の コ ンテ ンポ ラ リー ・ダ ンス-

貫 成 人

現 在, 「東 京 ス タ イ ル」 「J一 ダ ンス 」1と よ ばれ

る独 特 のパ フ ォー マ ンス ス タ イ ルが 生 まれ, 海外

へ 発 信 ・輸 出 され つ つ あ る。 本 稿 で はそ の 特徴 や, 

国 内外 の文 脈 に お け る そ の位 置 を明 らか に した い 。

問 題 の ス タ イ ル は 「コ ンテ ン ポ ラ リー ・ダ ン ス

(dansecontemporaine2)」 に属 す る と され る が, 

そ の 内容 も明示 的 に規 定 され て い る わ け で は な い 。

そ こで, こ こ で は まず コ ンテ ンポ ラ リー ・ダ ンス

の特 徴 を確 認 し, (1), そ の上 で 日本 の状 況 を分

析 す る(2)。

(I)コ ンテ ンポ ラ リー ・ダ ン ス

ク ラ シ ッ ク ・バ レエ や ダ ンスが 欧米 とい う地 理

的 中心 を も ち, 欧 米 の 身体, 方 法, 美 学 を正 統 的

規 範(canon)と す る の に対 して, コ ンテ ン ポ ラ

リ ー ・ダ ンス の 第 一 の 特 徴 は地 理 的, 歴 史 的, 方

法 論 的, 美 学 的 脱 中心 化 に あ る。 こ の よ う な特 徴

が 生 まれ た 背 景 は, 第 二 次 世 界 大 戦 後 か ら現代 に

い た る ダ ンス の動 きか ら窺 い 知 る こ とが で き る。

(a)第 二 次 大 戦 後, ダ ン ス の 中 心 は ア メ リカ

だ った 。 グ レア ム の モ ダ ン ダ ンス, カニ ン グハ ム

の モ ダニ ズ ム, ジ ャ ドソ ン ・チ ャー チ 派 の ア ヴ ァ

ンギ ャル デ ィズ ム, トワイ ラ ・サ ー ブ の ポ ス トモ

ダニ ズ ム3は, そ れ ぞ れ相 互 に鋭 く対 立 しな が ら も

一 つ の歴 史 的過 程 を形 成 し, 相 互 に参 照 しあ うこ

とに よっ て 自 らの美 的規 範 を規 定 した 。 ダ ンス の

系 譜 は, 地 理 的 ・歴 史 的 ・美 学 的諸 相 に わ た る重

層 的 な しか たで 中心 化 され て い た の で あ る。
一 方, こ こか ら コ ンテ ンポ ラ リー ・ダ ンス の 核

心 を なす 戦 術 も生 ま れ た。 グ レア ム は舞 台 上 の 身

体 に よ って, 感 情 や 運 命, 神 話, 思 想 な どの 舞 台

の外 部 にあ る もの を 「再 現(representation)」 しよ

う と した 。彼 女 は 「精 神 性 」 や 思 想 性 とい っ た

「深 遠 な もの」を希 求 す る ロ マ ン主 義 美 学4に 支 配

され て い た の で あ る 。 そ れ に対 して 身 体 の動 き と

い う ダ ンス の媒 体 に着 目 した カニ ン グハ ム以 降 の

人 々 が 試 み た の は, 舞 台 上 で 何 か を 「呈 示

(presentation)」す る こ とだ った 。 身体 を媒 介 に し

て何 を語 る かで は な く, 身体 を主題 と して何 を生

み 出 す かが 問題 とな っ た の で あ る 。

(b)1980年 前 後 か ら欧州 の ダ ンス シ ー ンに登 場

した ピナ ・バ ウ シ ュ, 舞 踏, ヌ ー ヴ ェ ル ・ダ ンス

が コ ンテ ン ポ ラ リー ・ダ ンス の原 型 とな る。 彼 ら

は ポ ス ト/モ ダニ ズ ム をふ ま え 、呈 示 の 戦術 を さ

らに徹 底 し, 演 劇 的 要 素(バ ウ シ ュ, ナ ジ な ど)

やサーカス(ド ゥクフレ)ま でをも取 り入れる方

法的アナーキズムにいたる。 とはいえかれらは方

法的ナルシズムと一線を画する。人間の 「実存」

的不安や感情の機微を身体によって(表 現するの

ではなく)呈 示することがかれらの主眼だったか

らだ。

(c)90年 代後半には, アラン・プラテル, サシャ・

ワルツ, シャルロワCie, ワンダ・ゴロンカ, ジェ

ローム ・ベル, ザビエール ・ルロワなどが, 中心

点 も体系性 もない混沌の 「星雲状態」を生む。「実

験」 的手法はしばしば見 られるが, 身体や共同体

などを自明なものと考えない6彼 らの実験: は, 「文

明化の中で残る自然」 としての身体を信頼 し, 回

復 しようとするロマン主義に彩 られた60年代の実

験とは異なる。ダンス以前の身体を反省 し, 奇怪

なもの としての身体を災 りだす彼 らのあ り方は

「ポス ト・ダンス」 とよぶことがで きる。
コンテンポラリー ・ダンスにおいては, バ レエ

的 「美の規範」やモダンダンス的 「身体回復」の

論理的規範といった, 時間や地域を超越 した絶対
   

的規範性に懐疑が突きつけられる。また, 地理的・

歴史的 ・方法的 ・美学的一元性が無効 となり, 「正

統 ヨーロッパ」の外部 としてのエスニシテ ィや

ポ ップカルチャーが取 り入れられて 「ハ イカル

テヤー/ロ ウカルチャー」「中心/周 縁」の区別

が無効 となる。欧米ブルジョワ芸術の制度が自明

性を失 うの である。
一方, コンテンポラリー ・ダンスにおいては, 

方法やロマン主義美学に拘束されることなく観客

にとって何かを起こすような舞台を自由に作るこ

とができる。それは伝統的美意識のコー ドを外れ

たものであるため, 観客としてもその都度, 新た

な美学を見出さなければならない。アナーキーで

豊かな美学という, コンテンポラリー ・ダンスの

第二の特徴がこうして成立する。

(2)東 京ダンス

日本におけるコンテンポラリー ・ダンスは, 舞

踏やポス ト/モ ダンダンスの動 きを土壌 として

1980年 代前後に始 まった。ここでは取 りあえず次

の四世代に区別 しておこう。

80年 代に登場 した第一世代 は, 勅使川原三郎, 

木佐貫邦子, dumptype, 山海塾などによって代

表される。90年 代初めから半ばにかけて存在感を

増した第二世代の多 くは, 都会的 ・未来的 ・耽美
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的舞台で 「かっこいい」身体 を呈示する 「スタイ

リッシュ系」 という特徴 を持つ。秩序ができては

壊れる都会 という存在 を呈示する山崎広太, ダン

サーの私的身体に介入し, あざといまでに観客に

訴えかける伊藤キム, さらにH. art chaos, 北村明

子などがそれに属する。やや遅れて登場 した第三

世代 は 「カワイイ」「ワラエル」 といった美学を

活用 し, 「おばか系」 とよばれることもある。コ

ン ドルズはガクランをユニフォームとし, コマー

シャルや人形劇, 西部劇やブロー ドウェイミュー

ジカルのパロディなどあらゆる手段を使って笑え

る舞台を作る。ほかに 「はじけた脱力」7の珍 しい

キノコ舞踊団, さらにイデビアン ・クルーなど。

2000年 代には 「イマ ドキ」の若者の身体を呈示す

る第四世代が現れる。白井剛は, 日常を巧みに切

り取った映像を微妙にずらしながら, 観客 との交

渉を演出す る。ほかに、「キレル身体」 と呈示す

るニブロール, また、山下残, 石川ふくろうなど。

かれらは多 くの次のような特徴をもつ。

第一に, 彼 らの身体性や美意識はわれわれに

とって身近だが, 能や歌舞伎のような 「日本的な

もの」ではない。「日本的なもの」 を切 り取るオ

リエンタリズム的 ・ジャポニズム的視線は欧米を

普遍的規範 とする。それに対 して, 高度成長期後

の日常から取 り出されたアニメや流行歌, 心象風

景などを文化資源 として利用 し, 欧米の方法論と

は一線を画する身体性をベースにする彼らは欧米

的規範の外部に立っている。

第 二に, 彼らの多 くが呈示の戦術をとるために, 

作品がオリエンタリズム的解釈枠から外れても, 

異文化の観客 には十分楽 しめる もの となる。
ニューヨークで 「笑いの計測器があれば, その針

は振 り切れていただろう」 といった評価をえたコ

ン ドルズはその典型である。

第三に, 彼らは伝統的なダンスの制度や美意識

をベースにしていない。確かに彼らは舞踏やモダ

ンダンスなどのメソー ドを習得 した。けれども彼

らの多 くは, はじめか ら伝統的スクールの外で作

品を作っている。

第四に, 彼らの多 くに, 社会的, 方法論的, 美

的規範への攻撃的反抗 という意識はない。かれら

が従来の枠組みを無効化するや り方は, 別個の美

や悦楽を呈示するという回路による8。その結果生

じるのは, や りたいことはやるけれども攻撃性は

ない 「優しいアナーキー」とでもよぶべき方向性

だ。

このような動きが生まれた背景には, い くつか

の条件が考えられる。伝統的な精神性や規範性, 

制度性が自明性 を喪失する西欧中心主義のゆらぎ

は1989年 の冷戦終結以来ますます加速した。その

中で, 方法の縛 りなく多様な内容や身体性 を盛 り

込むことのできるコンテンポラリー ・ダンスとい

うパ フ ォ ーマ ンス 形 態 が 生 まれ る 。 一 方, 日本 に

は 中世 以 来 独 自の 文 化 や 身体 性 が あ っ た。 比 較 制

度 分 析 の 観 点 か ら言 えば, 貴族 や ブ ル ジ ョワ な ど

政 治 的 支 配 層 か らの トッ プ ダ ウ ンで形 成 され るハ

イ ・カル チ ャ ー とそ れ へ の 「反抗 」 と して の カ ウ

ン タ ー カ ル チ ャ ー か ら な る ヨー ロ ッパ 型 文 化9に

対 して 、 茶 道 な ど に代 表 され る 「遊 芸/芸 道 」 制

度 か 歌 舞伎 に代 表 され る庶 民文 化 を反映 した 日本

の 文 化 形 成 は ボ トム ア ッ プ を基本 とす る10。「ハ イ

/ロ ウ」 の 区 別 と は無 関係 に独 特 な美 意 識 が 生 ま

れ る土 壌 はす で に整 って い た 。 内外 の こ う した条

件 の 共振 に よ って 生 まれ た の が東 京 ス タ イ ル なの

で あ る。

註

1そ れぞれ、尼 ヶ崎彬 、榎本 了壱 による。

2こ の語 は 「ヌ ー ヴェル ・ダ ンス」が もはや 「新 し

い」ダ ンスではな く, ダ ンスの現在 を代表す るもの と

なったとき用いられた(CfMichel, M., Ginot, I., Daans au

XXe siecle, Bordas, Paris, 1995.)。

3参 照: 外 山紀 久子 『帰宅 しない放蕩娘』(勤 草書房), 

またそれについての拙稿書評 『美學』204号 。

4こ こで言 うロマ ン主義美 学は, 「ロマ ンテ ィック ・

バ レエ」とい うときのそれよ り広 い概念であ る。参照, 

外 山前掲書17ペ ージ。

5ヌ ーヴェル ・ダ ンスはカニングハ ムの影響 な しには

生 まれ なか った。土 方巽 はフラ ンス の ダダイズムや

シュール ・レア リスムの嫡子 だったが、 ダダイズム は

アメ リカのアヴ ァンギャルディズ ムの原型であ る。

6ワ ル ツの"Korper", ル ロワや ゴロンカ, シ ヤル ロ

ワの作 品な ど。拙稿 「不気 味 な もの として の身体」

『思想』2000年10号 参照。

7副 島博彦 による。

8こ の点 に関 しては, 拙稿 「ヌー ドを脱 ぐ, 男 を捨て

る」 『シアターアーツ』10号 参照。

9ダ ンカンを見 て もわか る とお り, ダ ンス は知 的エ

リー トを母体 に していた。 また, バ レエ は言 うまで も

な くル イ14世 の宮廷 や19世 紀 ブル ジ ョワといった政

治 的エ リー トの 「芸術」だ った。

10旦 那衆 な ど素人 によって経 済的 に支 え られ た名人

達 からなる遊芸/芸 道 シス テムにせ よ, 歌舞伎や浪花

節 か ら歌謡 曲にいたる庶民文化 シス テムにせ よ, その

母体 は市民や職人, 農民 などにあ った。前者 について

は, Amagasaki, Akira, Art outside of Lifevs Art as Life, 後

者 につい ては兵藤裕 巳 『〈声 〉の国民国家 ・日本』(N

HKブ ックス)参 照。
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